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。



2広報おかがき　平成16年10月25日号

平
成
15
年
度
決
算

一
般
会
計
　
歳
出
総
額
は

81
億
２
１
２
２
万
円

平
成
15
年
度
の
町
の
決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
審
査
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。
決
算
と
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
や

地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債(

借
入
金)

な
ど
の
収
入
が
、
み
な
さ
ん

の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
れ
た
か
を
ま
と
め
た
家
計

簿
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
決
算
状
況
は
、
表
①
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
一
般
会
計
の
決
算
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
質
収
支
は
２
億
６
千
万
円
の
黒
字

一
般
会
計
で
の
歳
入
総
額
は
83
億
９

６
５
２
万
円
、
歳
出
総
額
は
81

億
２

１
２
２
万
円
で
差
し
引
き
２
億
７

５
３
０
万
円
で
し
た
。
こ
の

う
ち
15
年
度
か
ら
16
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
執
行
す
る
金
額
が
１

３
７
０
万
円
あ
り
、
実
質
収
支
と
し
て
は
、
２
億
６

１
６
０
万
円
の
黒

字
で
し
た
。

町
税
は
前
年
度
比
３
・
４
％
、

地
方
交
付
税
は
14
・
２
％
の
減
収

歳
入
の
決
算
額
は
前
年
度
よ
り
５
億
２

７
０
１
万
円(

６
・
７
％)

増

の
83
億
９

６
５
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
と
も
に
大
幅

な
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
、
児
童
福
祉
施
設
こ
ど
も
未
来
館
建
設
事
業
、

海
老
津
学
童
保
育
所
建
替
事
業
、
平
成
14
年
度
に
着
手
し
た
駅
前
の
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
、
海
老
津
公
営
住
宅
の
建
設
事
業
、
ま
た
、
県
か
ら

市
町
村
に
平
成
15
年
度
か
ら
事
務
が
委
譲
さ
れ
た
知
的
障
害
者
支
援
費

に
係
る
事
業
費
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業

は
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
や
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
地
方

債(

町
の
借
金)
を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
、
一
時
的
な
歳
入
の
増
加
の
要

因
と
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
経
常
的
な
弾
力
性
の
あ
る
財
源
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
行
政
活
動
を
自
主
的
・
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
経

常
的
な
財
源(

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど)

を
維
持
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
の
内
訳
を
見
る
と
固
定
資
産
税
が
最
も
大
き
く
、
11
億
８

０
６

１
万
円(

前
年
比
７
・
０
％
減)

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
３
年
に
１

度
の
評
価
替
に
よ
る
減
収
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
町
民
税
で

は
９
億
８

３
４
５
万
円(

前
年
比
２
・
３
％
減)
で
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
で
個
人
の
所
得
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
町
税
収
入
の
47
・

９
％
を
占
め
る
固
定
資
産
税
と
39
・
９
％
を
占
め
る
こ
の
二
つ
の
税
収

で
町
税
収
入
全
体
の
約
88
％
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
岡
垣
町
の

最
も
主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
こ
の
町
税
の
総
額
は
24
億
６

３
７
０
万

円
、
対
前
年
度
比
８

２
６
０
万
円(

３
・
２
％)

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
依
存
財
源
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
使
い
道
が
特
定

さ
れ
な
い
地
方
交
付
税
は
23
億
３

０
４
４
万
円
で
、
国
の
三
位
一
体
の

改
革
で
対
前
年
度
３
億
３

０
６
７
万
円(

12
・
４
％)

削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。

総
務
費
と
民
生
費
は
増
加
、
公
債
費
は
大
幅
に
減
少

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
前
年
度
よ
り
34
・
９
％
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
情
報
発
信
や
中
心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
の
建
設
、
一
部
廃
止
路
線
に
伴
う
路
線
バ
ス

運
行
業
務
委
託
に
よ
る
も
の
な
ど
で
す
。
ま
た
、
民
生
費
で
も
21
・

３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
健
全
育
成
の
拠
点
施
設
と
し
て
児
童
福

祉
施
設
こ
ど
も
未
来
館
の
建
設
や
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の
繰
出

し
、
県
か
ら
事
務
が
委
譲
さ
れ
た
知
的
障
害
者
支
援
に
係
る
事
業
が
行

わ
れ
た
た
め
で
す
。
土
木
費
は
、
街
路
整
備(

海
老
津
・
源
十
郎
線)

に

９

６
１
０
万
円
、
海
老
津
町
営
住
宅
建
設
に
２
億
４

５
０
５
万
円
な

ど
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
繰
出
し
が
５
億
３

５
０

０
万
円
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
公
債

費
の
26
・
０
％(

２
億
１

７
８
４
万
円)

で
す
。
こ
れ
は
地
域
総
合
整
備

事
業(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
１
期
工
事)

な
ど
に
係
る
償
還
が
平
成
14
年
度

で
終
了
し
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
業
費
で
も
大
久
保
溜
池
整

備
事
業
な
ど
が
完
了
し
た
た
め
に
19
・
７
％(

６

９
７
９
万
円)

減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町税  
29.3%

繰越金  
3.8%

地方交付税  
27.8%

国庫支出金  
9.5%

県支出金  
4.3%

町債  
13.0%

繰入金1.8%

地方消費税交付金 2.5%
地方譲与税 1.6%
地方特例交付金 1.3% 自動車取得税交付金 1.0%

その他 0.3%

使用料・手数料 1.6%

諸収入 1.3%

分担金・負担金 0.8%

その他 0.1%

歳入総額  
83億9,652万円 

自
主
財
源
 

依
存
財
源
 38.7%

61.3%

【歳入】



3 広報おかがき　平成16年10月25日号

経
常
収
支
比
率
は
78
・
９
％

財
政
構
造
の
弾
力
性(

余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か)

を
判
断
す
る
目
安
と
な

る
経
常
収
支
比
率
は
、
78
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率
と

は
、
経
常
支
出(

経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
＝
人
件
費
や
維
持
補
修
費
、

扶
助
費
な
ど)

に
経
常
収
入(

毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
お
金
＝
町
税

や
普
通
交
付
税
な
ど)

が
ど
の
程
度
充
て
ら
れ
た
か
示
す
も
の
で
、
80
％

を
超
え
る
と
危
険
信
号
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
は
、
今
年
度
は

前
年
度(

79
・
８)

に
比
べ
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
も
の
の
、
景
気
の

低
迷
に
よ
る
町
税
の
減
収
や
地
方
交
付
税
の
減
額
や
国
・
県
支
出
金(

補

助
金)

の
カ
ッ
ト
な
ど
引
き
続
き
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く

な
る
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
長

期
的
な
計
画
に
基
き
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

総務費  
25.5%

教育費  
8.0%

民生費  
23.0%

衛生費  
7.7%

農林 
水産業費  
3.5%

土木費  
15.6%

消防費  
4.8%

公債費  
7.6%

労働費 1.0%

商工費 1.1%

災害復旧費 0.6%

議会費 1.6%

歳出総額  
81億2,122万円 

科　目 

歳入総額 

歳出総額 

町税 

繰越金 

繰入金 

使用料・手数料 

諸収入 

分担金・負担金 

その他 

地方交付税 

町債 

国庫支出金 

県支出金 

地方消費税交付金 

地方譲与税 

地方特例交付金 

自動車取得税交付金 

利子割交付金 

その他 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

公債費 

諸支出金 

83億9,652万円 

24億6,370万円 

3億1,983万円 

1億5,087万円 

1億3,463万円 

1億912万円 

6,846万円 

625万円 

23億3,044万円 

10億9,130万円 

7億9,549万円 

3億6,438万円 

2億1,363万円 

1億2,587万円 

1億466万円 

7,410万円 

2,733万円 

1,646万円 

78億6,951万円 

25億4,630万円 

3億4,871万円 

8,310万円 

1億3,381万円 

2億1,682万円 

7,784万円 

2,630万円 

26億6,111万円 

5億3,050万円 

4億111万円 

3億658万円 

1億8,936万円 

1億1,991万円 

1億135万円 

7,153万円 

3,920万円 

1,598万円 

6.7 

△3.2 

△8.3 

81.6 

0.6 

△49.7 

△12.0 

△76.2 

△12.4 

105.7 

98.3 

18.9 

12.8 

5.0 

3.3 

3.6 

△30.3 

3.0

81億2,122万円 

1億3,221万円 

20億7,227万円 

18億6,391万円 

6億2,741万円 

8,243万円 

2億8,537万円 

9,161万円 

12億6,918万円 

3億8,608万円 

6億4,778万円 

4,439万円 

6億1,858万円 

0万円 

74億4,968万円 

1億3,523万円 

15億3,573万円 

15億3,718万円 

6億2,635万円 

9,097万円 

3億5,516万円 

9,553万円 

10億5,333万円 

3億7,729万円 

7億2,518万円 

7,032万円 

8億3,642万円 

1,099万円 

9.0 

△2.2 

34.9 

21.3 

0.2 

△9.4 

△19.7 

△4.1 

20.5 

2.3 

△10.7 

△36.9 

△26.0 

△100.0

自
主
財
源
 

依
存
財
源
 

決算額 前年度決算額 伸び率（％） 

歳　入　額 

一般会計 

国民健康保険事業 

老人保健事業 

住宅新築資金等貸付事業 

公共下水道事業 

農業及び漁業集落排水事業 

 

 

　　　　合　　　計 

83億9,652万円 

25億9,600万円 

37億5,781万円 

358万円 

20億2,307万円 

4億8,947万円 

5億1,642万円 

1億7,400万円 

179億5,687万円 

81億2,122万円 

27億1,783万円 

37億2,057万円 

420万円 

18億9,427万円 

4億6,884万円 

4億7,780万円 

2億8,281万円 

176億8,754万円 

2億7,530万円 

△1億2,183万円 

3,724万円 

△62万円 

1億2,880万円 

2,063万円 

3,862万円 

△1億881万円 

2億6,933万円 

特
別
会
計
 

歳　出　額 差　引　額 

※1

※1

※2

※１　国民健康保険事業・住宅新築資金等貸付事業に係る歳入歳出差引不足額は、それぞれ翌年度歳入繰上充用金で歳入不足を補 
　　　てんしている。    
※２　資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、現年度分損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額で補てんしている。 
 

水道事業会計(収益的収支) 

　　〃　　　(資本的収支) 

 

【歳出】■平成15年度一般会計の科目別歳入歳出決算額と伸び率

■平成15年度各会計の決算額(表①)
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総務費 
66,192円 

民生費 
59,537円 

土木費 
40,540円 

教育費 
20,691円 

衛生費 
20,041円 

公債費 
19,759円 

消防費 
12,332円 

農林水産業費 
9,115円 

議会費 
4,223円 

商工費 
2,926円 

労働費 
2,633円 

災害復旧費 
1,418円 

町民1人に使われた町のお金(一般会計歳出)　　25万9,406円 

町民1人あたりの
決算額

「町民1人当たりにするとどのくらいの額に
なるか」という点から、町税、町債、基金の状
況を見てみましょう。人口は、平成15年度の
最終月である平成16年3月31日現在の人口
31,307人で計算しました。

●町債(借金)残高 50万1,054円
●歳出(一般会計) 25万9,406円
●町税負担 7万8,695円
●基金残高 19万3,052円

※１　町債は、元利償還金の一部が地方交付税とし
て国から交付されています

※１

借　金 貯　金

■町債(町の借金)の状況

内訳

一般会計 50億7,566万円

一般公共事業債 3億8,483万円

一般単独事業債 13億7,610万円

公営住宅建設事業債 2億0,007万円

義務教育施設整備事業債 7億9,314万円

災害復旧事業債 1,330万円

厚生福祉施設整備事業債 1,410万円

減税補てん債 7億7,079万円

臨時財政対策債 11億2,240万円

その他(財源対策債など) 4億0,093万円

特別会計 85億8,031万円

住宅新築資金等貸付事業費 1,678万円

公共下水道事業債 75億4,965万円

農業集落排水事業債 8億1,787万円

漁業集落排水事業債 1億9,601万円

企業会計 20億3,054万円

水道事業債 20億3,054万円

合計 156億8,651万円

■基金(町の貯金)の状況

内訳

積み立てる基金 60億3,749万円

財政調整基金 24億5,088万円

減債基金 5億0,981万円

退職準備基金 6億1,370万円

町営住宅建設管理基金 2億8,715万円

公の施設整備基金 4,517万円

公共下水道設置準備基金 10億6,939万円

ふるさとづくり基金 2億0,056万円

福祉基金 4億9,518万円

埋蔵文化財発掘調査受託事業基金 53万円

保養施設｢臨海荘｣基金 2,663万円

ふるさと・水と土保全対策基金 1,067万円

土地開発基金 3億0,790万円

農業集落排水施設整備基金 1,970万円

国民健康保険給付費支払準備基金 22万円

定額の資金を運用する基金 640万円

国民健康保険高額療養貸付基金 400万円

国民健康保険出産資金基金 240万円

合計 60億4,389万円
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平成15年度の

主な事業

みなさんが納めた税金はどんなこと
に使われているのでしょうか。平成15
年度の主な事業を紹介します。

事業名 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

住居表示事業 1,326万円 

岡垣サンリーアイ施設管理運営費 2億5,549万円 

情報プラザ人の駅整備事業 6億461万円 

道の駅基本計画策定業務 674万円 

路線バス運行業務委託 1,221万円 

公共交通体系整備計画策定業務 935万円 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

農業用水路整備事業 3,444万円 

溜池整備事業 4,623万円 

金毘羅公衆トイレ設置事業 741万円 

 

各種イベント(まつり岡垣・花火大会など)  1,410万円 

JR海老津駅前街路灯設置事業 882万円 

 
海老津町営住宅整備事業 2億4,505万円 

街路整備事業費 1億1,824万円 

公園整備事業費 3,214万円 

 

消防ポンプ自動車等購入事業 1,511万円 

防火水槽設置工事 480万円 

小・中学校給食民間委託事業費 1,800万円 

中学校給食施設整備事業(設計) 1,331万円 

町民総合グラウンド駐車場整備事業 1,457万円 

 

公共土木・農業用施設災害復旧費 4,411万円 

介護保険事業費(広域連合負担金など) 2億3,730万円 

保育所運営費 1億6,768万円 

こども未来館建設事業 9,070万円 

海老津学童保育所建替事業 2,685万円 

いこいの里施設管理運営費 6,145万円 

知的障害者施設訓練等支援事業  1億3,752万円 

ごみ、し尿処理費(遠賀・中間広域組合負担金) 3億9,288万円 

健康対策事業(各種検診など) 4,500万円 

 

特定地域開発就労事業(海老津・白谷線道路改良) 6,611万円 

緊急地域雇用特別事業 1,632万円 

決算額 事業名 決算額 

▲海老津町営住宅整備事業(土木費)

▲第12回まつり岡垣(商工費)

▲情報プラザ人の駅整備事業(総務費)

▲こども未来館建設事業(民生費)

▲健康対策事業(衛生費)
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は
、
市

町
村
な
ど
の
地
方
自
治
体
が
、
交

通
空
白
地
帯
で
の
町
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
に
運
行
す
る

路
線
バ
ス
の
こ
と
を
い
い
、
誰
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
岡
垣
町
第
４
次
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
快
適
な
交
通
基

盤
づ
く
り
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普

及
な
ど
で
利
用
者
が
減
少
し
、
赤

字
路
線
が
全
国
各
地
で
廃
止
・
縮

小
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
で
も
、

平
成
15
年
３
月
に
路
線
バ
ス
の
一

部
区
間
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
地
域
は
、
町
が
委
託
し
て
バ
ス

路
線
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
町
内
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
調
査
・
検

討
し
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
し
、
岡
垣
町

公
共
交
通
体
系
整
備
計
画
を
今
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に

あ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
現
地
調
査
を
行

い
、
計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
を
重
点
施
策
と
し
、
公

共
交
通
体
系
整
備
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
着
実
に
、
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
運
行
し
て
い
る
福
祉
バ
ス

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

に
伴
い
廃
止
し
ま
す
。

戸切・上畑循環 

高陽団地循環 

糠塚・元松原循環 

JR海老津駅 

サンリー 
アイ 

情報プラザ人の駅 

岡垣町役場 

中央公民館 

いこいの里 
こども未来館 

国  道 

3

国  道 

3

国  道 

495

高陽団地循環 
　道路が狭いことや坂道
が多いことなどから、ジャ
ンボタクシー(10人乗り程
度のワゴン車)での運行を
想定しています。現在は、
福祉バスを運行しています。 
　いこいの里へ乗り継ぎ
しやすいように、中央公民
館への乗り入れを計画し
ています。 

糠塚・元松原循環 
　マイクロバスでの運行を想
定しています。平成15年3月に
西鉄バスのこの路線が廃止さ
れたことに伴い、現在は町の
委託によって路線バスを運行
しています。 

ココココミミミミュュュュニニニニテテテティィィィババババススススのののの路路路路線線線線計計計計画画画画概概概概要要要要
※バス路線は計画中のもので、決定しているものではありません



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
来
年

４
月
か
ら
の
運
行
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
設
定
に
は
、
西
鉄

バ
ス
や
福
祉
バ
ス
の
路
線
を
基
本

に
検
討
し
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
や
公

共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
の
位
置

な
ど
は
、
福
祉
バ
ス
を
基
本
に
計

画
し
て
い
ま
す
。

高
陽
団
地
は
、
高
齢
化
率
が

30
％
を
超
え
、
急
な
坂
道
が
多
く
、

道
幅
も
狭
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
車
両
を
使

っ
た
運
行
を
想
定
し
、
バ
ス
路
線

を
設
定
し
ま
す
。

午
前
７
時
台
の
始
発
か
ら
午
後

７
時
台
の
終
着
予
定
で
す
。
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

参
考
に
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
や

催
事
、
買
物
、
通
院
な
ど
に
利
用

し
や
す
い
運
行
時
間
を
考
え
て
い

ま
す
。

運
賃
は
有
料
と
し
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
現
行
の
西

鉄
バ
ス
の
運
賃
体
系
な
ど
を
参
考

に
、
利
用
し
や
す
い
運
賃
を
検
討

中
で
す
。

バ
ス
路
線
網
や
運
行
時
間
の
充

実
、
利
用
し
や
す
い
運
賃
設
定
な

ど
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る
ほ

か
、
親
し
み
や
す
い
バ
ス
の
愛
称

を
募
集
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
室
へ
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バ
ス
路
線
の
設
定

運
行
時
間

運
賃
設
定

今
後
の
取
り
組
み

N

戸切・上畑循環 

糠塚・元松原循環 

高陽団地循環 

西鉄バス路線 

戸切・上畑循環 
　マイクロバスでの運行を想
定しています。現在は、福祉バ
スを運行しています。 

岡垣町のシンボルとしてみなさんに愛され、親しまれ、多くの利用が
あるように、すてきな愛称を考えてください！

応募資格 町内在住者、または在勤している人

応募方法 愛称(ふりがなを付ける)、愛称の説明、住所、氏名、年齢、電話番

号を明記し、はがきかEメールで応募してください

応募条件 1通につき1点(1人何点でも応募可)

※庁用マイクロバスの愛称の「カワセミ」は対象外

募集締切 11月19日(金)必着

賞　　品 採用者には岡垣町の特産品5千円相当

応募者から抽選で3人に特産品2千円相当

審査発表 12月中旬ごろ(予定)

その他 ①応募作品の著作権その他一切の権利は岡垣町に帰属

②応募作品は返却しません

応募・問い合わせ

〒811－4233

岡垣町野間１丁目１番１号

岡垣町役場企画政策室｢コミュニティバス愛称募集｣係へ
1282－1211

Ｅメール　kikaku@town.okagaki.fukuoka.jp



この大会で、防犯標語に応募した藤間輝君(岡垣中学
校２年生)が、福岡県防犯協会連合会長表彰の標語最優
秀賞(中・高校生の部)を受賞しました。藤間君の標語は、
これから県内の多くの場所で、防犯意識の高揚や非行
防止の標語として役立てられます。
中・高校生の部で表彰された17人のうち10人を岡垣
中学校の生徒が占め、藤間君以外の9人は、優秀賞に、
上部沙佑美さん(3年)、佳作に、宮　美穂さん(1年)、吉
田未来さん(2年)、諸永遥夏さん(3年)、中村圭佑くん(2
年)、山下奈緒美さん(2年)、國永裕希くん(1年)、上貝
理紗さん(2年)、吉田彩夏さん(1年)でした。

地域の輪　みんなでつもう　非行の芽　(藤間輝くん)
10/5日平成16年全国地域安全運動福岡県大会

岡垣町観光協会が行っている
花の景観事業で、地元の人と協
力し合い、波津海水浴場駐車場
付近にハマユウを植えました。
ハマユウは、アフリカから渡
来した熱帯・亜熱帯に広く分布
する植物です。開花時期は7月
から9月はじめまでで、数十個
の花片をつけます。

来年には純白の花が
ハマユウ植栽

町内2中学校と相互訪問交流を目的とした姉妹校提携を結んでい
るオーストラリア・サンシャインコースト・グラマースクールの9
人が来町しました。
これは人材育成・国際交流事業として、平成6年度から行われて
いる中学生海外ホームステイ事業の一環で、訪問するだけではなく、
岡垣町にも来てもらおうと、平成12年度から隔年で訪問を受けて
いるものです。
町内の中学生の家庭にホームステイしながら、岡垣中学校の授業
にも参加するなど、親交を深めました。
6日間という短い間でしたが、別れのときには、涙を流しながら
抱き合って別れを惜しむ光景も見られ、言葉の壁を越えた感動と思
い出を残して帰国していきました。

言葉の壁を越えた感動
9/18～23オーストラリア・サンシャインコースト・グラマースクール来町
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一人一人が意識を持って川をきれいにしましょう

みんなに届け！私たちの想い！！

出演した小学生の部５人、中学生の部10人、青年の部２人の計17人は、家族や学校などの身近な日常生活や、外国
での戦争のことなど、さまざまな主張を行いました。それぞれの想いを会場に向かって語りかける姿に、会場のみな
さんも熱心に耳を傾けていました。
発表の合間には、アトラクションとして民謡教室や子ども三味線教室の子どもたちが日ごろの練習の成果を発表し
ました。出演者の想いはみなさんに届いたでしょうか？

9/23第12回青少年の主張大会大会(ハミングホール)

矢矧川を清流にもどす会、岡垣町環境衛生協議会、環境モニター
が矢矧川をボランティアでの清掃活動を行いました。
岡垣町の中心部を流れる矢矧川は、ホタルやサワガニが生息する
豊かな水辺の環境を保っています。しかし、空き缶・ペットボト
ル・ビニール・プラスチックなどのごみのポイ捨てがあとを絶たな
くなってきています。
川にポイ捨てをせず、みんなで清流を守って行きましょう。

9/19ボランティア清掃

ついに世界の頂点へ

体を鍛えるためにと、4歳のときから始めた空手。練
習を重ね、第9回松濤杯争奪少年世界空手道選手権大会
で優勝し、世界一になった岩丸龍吾くん(東松原区)は、9
月28日に、その結果を町長に報告しました。岩丸君は、
「悔いのないように戦いました。最高です。将来は兄弟で
みんなに空手を伝えていきたいです」と話してくれました。

空手世界選手権で優勝

折尾警察署と岡垣町交通安全推進協議会が協力し、ドライ
バーに安全運転を呼びかけました。ちょっとした気のゆるみ
が、とりかえしのつかないことになります。運転するときは、
十分注意しましょう。

正しい交通ルールを身につけましょう
9/30秋の交通安全運動キャンペーン
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青
年
の
部
で
発
表
す
る
梶
川
善
寛
さ
ん

▲
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参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう！「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者の
ページです。
楽しかったこと、悲しかったことから地域

の活動まで、また、イラスト・4コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233

岡垣町野間1丁目1番1号
岡垣町役場地域づくり課
広報「どくしゃの私書箱」係

※応募はがきに「住所・氏名（紙上匿名も可）・年
齢・電話番号」をお忘れなく

ダ
イ
エ
ッ
ト
目
標
だ
け
が
先
走
り

大
堂
　
圏
治

あ
り
が
た
や
素
朴
な
妻
と
半
世
紀

工
藤
　
熊
雄

私
は
何
も
要
ら
ぬ
と
故
郷
の
母

山
本
　
幸
鎧

進
水
式
漁
村
総
出
の
大
漁
旗中

村
　
ナ
ヲ

土
笛
を
吹
く
は
禰
宜
ら
し
十
三
夜

田
中
　
久
子

コ
ス
モ
ス
に
触
れ
ゆ
く
園
児
空
青
し

俵
口
　
勝
美

萩
の
風
残
し
て
僧
の
バ
イ
ク
去
る

外
村
　
次
子

命
あ
ら
ば
又
と
別
れ
の
秋
遍
路

寺
田
タ
ツ
子

新
米
の
光
た
の
し
み
つ
つ
食
す

中
村
　
鶴
子

颱
風
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
倒
し
け
り

神
谷
　
香
代

梵
鐘
の
一
打
銀
杏
落
し
け
り久

留
美
智
子

サ
ン
グ
ラ
ス
似
合
ふ
案
山
子
で

あ
り
し
か
な

橋
本
貴
美
子

露
草
の
風
吹
く
神
の
か
く
れ
道

十
時
千
恵
子

船
影
に
稚
魚
ひ
し
め
い
て
秋
彼
岸

川
里
　
正
子

秋
晴
れ
や
千
の
風
船
夢
乗
せ
て

道
喜
カ
ズ
子

良
寛
の
海
ま
だ
荒
れ
ぬ
葉
月
か
な

岡
島
　
開
堂

何
ゆ
え
か
解
ら
ぬ
け
れ
ど
芋
づ
る
を

煮
る
時
気
分
は
い
つ
も
ソ
プ
ラ
ノ

石
松
　
清
美

罪
な
き
子
を
か
く
も
無
惨
に
痛
々
し

テ
ロ
の
集
団
赦
し
て
な
ら
じ

橋
本
　
和
子

白
内
障
の
手
術
を
終
え
て
帰
り
し
友

し
わ
が
見
え
る
と
大
笑
い
す
る

石
松
　
文
子

渡
り
来
る
川
面
の
風
の
こ
こ
ち
良
し

豊
穣
の
秋
の
古
里
ゆ
け
ば

南
里
　
和
昭

敬
老
会
は
つ
ぴ
鉢
巻
勇
ま
し
く

銭
太
鼓
踊
り
柏
手
を
あ
び
ぬ

皆
田
ユ
キ
エ

殉
国
の
決
意
を
話
す
わ
が
孫
に

軍
役
７
年
俺
だ
け
で
可
と

中
原
　
政
平

青
葉
短
歌
会

一
般
の
作
品

岡
垣
川
柳
会

いきいきウォーキング

岡
垣
青
嶺
俳
句
会

高齢者の健康と心のリフレッシ
ュを目的に、毎月2回、2万歩前
後を目標に、遠賀郡・糟屋郡・離
島などの自然公園や史跡を、毎回
約60人でウォーキングしていま
す。
8月28日には、宗像市のグロー
バルアリーナで56人が参加して
親睦グラウンドゴルフと食事をし
ました。
10月1日現在、会員数112人(男
性25人・女性87人)平均年齢67.5
歳です。現在の健康と融和に感謝
し、衰えないよう次回のウォーキ
ングを楽しみにしています。

▲PN.彼
女

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会

【原稿と写真はウォーキング連盟会長岡村藤雄さんからの提供】
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一人分の栄養価

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強

く
、
毎
年
流
行
地
で
は
人
口
の
約
10

〜
20
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
国
で
百
万
人

以
上
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
ま
た
38

度
以
上
の
高
熱
や
筋
肉
痛
な
ど
、
全

身
に
現
れ
る
症
状
が
重
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど

を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
抵
抗
力
が
弱
い
と
い
わ
れ
る
高
齢

者
や
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
・
心
臓
病

の
あ
る
人
は
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど

を
起
こ
し
重
症
化
し
や
す
く
、
と
き

に
は
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
幼
児
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
起
こ
す
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。

負
け
な
い
た
め
に
は
、
普
段
か
ら

丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
心
掛
け
、
抵

抗
力
を
付
け
て
お
く
と
と
も
に
、
ウ

イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
工
夫
が
大

切
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
い
、

も
し
く
は
か
か
っ
て
も
軽
く
て
す
む

効
果
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受

け
て
約
２
週
間
で
効
果
が
現
れ
、
そ

の
効
果
は
約
５
か
月
続
く
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
流
行
す
る
前(

12
月
末
ま
で)

に
は
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

65
歳
以
上
は
１
回
公
費
負
担(

一
部
自

己
負
担
あ
り)

で
接
種
で
き
ま
す
。

最
近
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
病

し
て
48
時
間
以
内
に
服
用
す
る
と
、

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
押
さ
え
る
効
果

の
高
い
薬
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
か

か
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
早

く
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
早
め
に
治
療

す
る
こ
と
は
、
自
分
の
体
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味

で
も
大
切
で
す
。

寒
い
季
節
を
上
手
に
乗
り
切
る
た
め

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
由
香

朝
夕
冷
え
込
む
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
低
温
で
乾
燥
す
る
冬

場
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
、
短
期
間
に
小
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
膨
大
な
数
の
人
を
巻
き
込
み
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
死
亡
率

が
普
段
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

た
だ
の〝
風
邪
〞で
は
あ
り
ま
せ
ん

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
た

め
の
生
活
術

か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

第148回ヘルシークッキング

～おいしく食べて防ごう糖尿病～
①麦ご飯
②サケのチャンチャン焼き風
③豆乳デザート

≪①の材料４人分≫
○米240g○大麦40g

≪①の作り方≫
１　米と大麦は洗って、2割り増しの
分量の水で炊く

≪②の材料4人分≫
○サケ240g○塩小1/3○コショウ少々
○ニンジン30g○玉ネギ150g○ピー
マン30g○黄ピーマン30g○キャベツ
200g○シメジ100g○A＝みそ大２・
みりん大１1/3・酒大１・だし汁大
１・一味唐辛子少々○油大1/2

≪②の作り方≫
１　サケは塩・コショウしてしばらく
おいておく。ニンジンは3cm長さの
細切りに、ピーマンは縦半分に切り、
へたと種を取って5mm幅に切る。キ
ャベツはざく切りにし、シメジは石
突きを取って小房に分ける

２　Aを混ぜ合わせておく
３　フライパン(ホットプレート)を温
めて油をならし、サケを入れて両面
焼く。1と2をのせ、コショウをふ
り、5分くらい蒸し焼きにする

≪③の材料6人分≫
○豆乳1C○粉寒天2ｇ○ゆであずき
(甘煮)105ｇ

≪③の作り方≫
１　鍋に豆乳と粉寒天を入れ、よくか
き混ぜて中火にかける

２　1が沸騰したら弱火にし、ゆであ
ずきを入れ、かき混ぜながら火を止
める

３　2を流し缶にいれ、1時間ほど室
温に置く。その後固まったら冷蔵庫
で冷やす

献立①
エネルギー247kcal 脂肪0.7g タン
パク質4.8g 塩0g カルシウム5mg

献立②
エネルギー184kcal 脂肪6.5g タンパ
ク質16.5g 塩1.6g カルシウム48mg

献立③
エネルギー62kcal 脂肪1.4g タンパ
ク質1.9g 塩0.1g カルシウム13mg

抗菌力をつける

ウィルスをよせつけない

●栄養バランスのよい
食事で体力をつける

栄養状態が悪いと、感染も
起こりやすくなる

●お年寄りは
保温に留意する

体が冷えると、かぜをひき
やすい

●子どもなどでは乾布摩
擦で抵抗力をつける

皮膚を鍛えると、粘膜も強
くなる

●ワクチン接種で
インフルエンザを予防

子どもやお年寄り、呼吸器
病のある人は特に必要

●加湿器を用いるなど
室内の乾燥を防ぐ

乾いた空気はウイルスを
元気にし、気道を傷める

●うがいや手洗いを
こまめにする

特に外出から戻ったとき
は、忘れずに

●過労や睡眠不足を避
ける

体が疲れていると、ウイル
スを打ち負かせない
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11
月
９
日
か
ら
15
日
の
７
日
間

は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
み

な
さ
ん
の
尊
い
生
命
・
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の
期
間

中
午
前
７
時
と
午
後
７
時
に
約
30

秒
間
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま

す
。
火
災
と
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

太
陽
熱
を
給
湯
・
冷
暖
房
に
利

用
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
補
助
制
度
で
す
。

【
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
補
助
制
度
】

対
　
象

集
熱
器
の
総
面
積
75

ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人

補
助
金
の
目
安

６

で
約
十
万

円
、
75

で
約
百
二
十
五
万
円
※

住
宅
以
外
の
建
物
へ
の
設
置
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

m2

m2

m2

申
し
込
み

平
成
17
年
２
月
21
日

(

月)

ま
で
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
に
あ
る
応
募
申
込
書
を
同
財
団

へ
郵
送(

先
着
順)

問
い
合
わ
せ

九
州
経
済
産
業
局

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
1
０
９

２
‐
４
８
２
‐
５
４
７
５
ま
た
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
太
陽
熱
利
用
部

1
０
３
‐
５
２
７
５
‐
９
５
６
６
へ

案
内
文
書
と
説
明
資
料
を
事
前

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当
日
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
案
内

が
届
か
な
か
っ
た
人
も
来
場
で
き

ま
す
。

と
　
き

11
月
25
日(

木)

○
法
人
＝
午
前
10
時
か
ら
正
午

○
法
人
以
外
＝
午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分

と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
1
７

６
１
‐
２
６
９
４
へ

と
　
き

平
成
17
年
２
月
28
日

(

月)

ま
で(

10
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す)

と
こ
ろ

西
日
本
産
業
衛
生
会
北

九
州
健
診
診
療
所(

小
倉
北
区)

対
　
象

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希

望
す
る
人

費
　
用

無
料

問
い
合
わ
せ

県
庁
健
康
対
策
課

保
健
事
業
係
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐

３
２
７
０
へ

11
月
１
日
か
ら
７
日
は
海
洋
環

境
保
全
推
進
週
間
で
す
。
地
域
の

海
や
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
ご
み
を
捨
て
て
い
る
人
を
見

た
り
、
油
が
浮
い
て
い
る
の
を
発

見
し
た
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

若
松
海
上
保
安
部

1
７
６
１
‐
４
９
９
９
ま
た
は
海

上
保
安
緊
急
1
１
１
８
へ

初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
①
】

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、

カ
ー
ド(

年
賀
状
な
ど)

・
写
真
入
り

シ
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

11
月
20
日(

土)

27
日

(

土)

の
二
日
間
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午

と
こ
ろ

山
田
小
学
校
情
報
教
育

室対
　
象

町
内
の
小
学
校
１
年
生

以
上
と
大
人
の
ペ
ア
15
組

材
料
費

１
組
千
円

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
②
】

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、

カ
レ
ン
ダ
ー
・
写
真
入
り
シ
ー
ル

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

役　　場
教育委員会

1282―1211
ひとにいい

し　も　　つ　き

霜月霜月ののももよよおおしし・・おおししららせせ

お
し
ら
せ

火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て

太
陽
熱
利
用
に
補
助

年
末
調
整
説
明
会

被
爆
者
二
世
健
康
診
査

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

募

集

大
人
と
子
ど
も
の

ふ
れ
あ
い
教
室

岡垣町長選挙の投票日が決まりました
投票日 12月26日(日)

告示日 12月21日(火)

※同日に岡垣町議会議員補欠選挙を

行います（10月25日現在欠員１人）

今回投票できる人

昭和59年12月27日までに生まれた

人で、平成16年9月20日までに転入

届をした人。選挙期日前に町外へ転

出した人は、投票できません。

立候補について

立候補予定者説明会

と　き 12月1日(水)午前10時

ところ 役場本館1階

101会議室

1候補者につき、2人まで

出席できます

問い合わせ
岡垣町選挙管理委員会

(総務課)へ

（平成17年1月20日任期満了）
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を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
４
日(

土)

11
日

(

土)

の
二
日
間
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午

と
こ
ろ

山
田
小
学
校
情
報
教
育

室対
　
象

町
内
の
小
学
校
１
年
生

以
上
と
大
人
の
ペ
ア
15
組

材
料
費

１
組
千
円

【
そ
ば
打
ち
教
室
】

お
い
し
い
手
作
り
そ
ば
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
12
日(

日)
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
　
象

町
内
の
小
学
校
４
年
生

以
上
と
大
人
の
ペ
ア
15
組

材
料
費

○
大
人
＝
七
百
円

○
子
ど
も
＝
五
百
円

申
し
込
み

11
月
５
日(

金)

ま
で

に
中
央
・
東
部
・
西
部
公
民
館
、
役

場
総
合
案
内
へ

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
へ

各
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
す
る
人
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き

平
成
17
年
２
月
13(

日)

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

募
集
締
切

11
月
15
日(

月)
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

林)

1
０
９
０
‐
８
６
２
４
‐
０
９
９
７

(

夜
間
は
川
原)

1
２
８
３
‐
１
４
６

４
へ冬

休
み
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

て
、
常
夏
の
冒
険
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

と
　
き

12
月
25
日(

土)

か
ら
31

日(

金)

対
　
象

小
学
校
３
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生

申
込
締
切

11
月
５
日(

金)

問
い
合
わ
せ

国
際
青
少
年
研
修

協
会
1
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２

１
へ温

暖
化
防
止
の
た
め
に
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

と
　
き

11
月
26
日(

金)

午
後
７

時
か
ら
８
時
30
分

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

演

題

地
球
温
暖
化
の
原
因
を

作
っ
た
の
は
誰
？
私
た
ち
に
出
来

る
こ
と
は
何

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ

さ
あ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
！
こ
の
と

き
こ
の
場
か
ら
〜
共
に
輝
く
男
女

共
同
参
画
社
会
へ
〜

と
　
き

11
月
27
日(

土)

28
日

(

日)と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

(

春
日
市)

内
　
容

細
川
佳
代
子
さ
ん
の
講

演
会(

要
申
込)

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す

ば
る
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
１
２
６

１
へ

講

演

情報プラザ人の駅 1281 ― 2005
こども未来館 1281 ― 5501
岡垣サンリーアイ 1282 ―1515
シルバー人材センター1282 ―4688

いこいの里・社会福祉協議会1283 ― 2940
いこいの里在宅介護支援センター1283 ― 0033
岡垣在宅介護支援センター1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター1282 ― 5103

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
町 民 武 道 館 1282 ― 6111

み
ん
な
で
や
ろ
う
！

岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
グ
ア
ム

環
境
問
題
講
演
会

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

安
部
教
育
長

が
退
任

安部欽一朗岡垣町教育長が平成16年8月31日
付けで退任されました。
安部氏は、昭和59年12月から教育委員に任命
され、平成4年2月に教育長に就任、以来12年間
にわたり、教育行政の推進に尽力されました。

作品展
と　き 10月31日(日)午後１時から５時

11月１日(月)2日(火)午前9時から午後5時
11月3日(祝・水)午前9時から午後4時

ところ ウエーブアリーナ

芸能祭
と　き 11月3日(祝・水)午前10時から午後3時30分
ところ 岡垣サンリーアイハミングホール
※2階に食進会・茶会のコーナーもあります

音　楽
と　き 11月7日(日)午前10時30分から正午
ところ 岡垣サンリーアイハミングホール

カラオケ
と　き 11月7日(日)午後1時から4時
ところ 岡垣サンリーアイハミングホール

社交ダンス
と　き 11月3日(祝・水)午後7時から10時
ところ 中央公民館
※誰でも自由に参加できます

問い合わせ　
町民文化祭実行委員会事務局1282－2277へ
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【
年
賀
状
作
成
コ
ー
ス
】

年
賀
状
作
成
ソ
フ
ト
を
利
用
し

て
、
年
賀
状
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

11
月
25
日(

木)

か
ら
27

日(

土)

午
後
６
時
30
分
か
ら
９
時

30
分
、
３
時
間
３
回
コ
ー
ス

対
　
象

マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入

力
の
で
き
る
人

内
　
容

１
回
目
＝
ソ
フ
ト
の
基

本
操
作
説
明
・
住
所
録
の
作
成
、

２
回
目
＝
年
賀
状
の
デ
ザ
イ
ン
、

３
回
目
＝
年
賀
状
作
成

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
コ
ー
ス
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
２
日(

木)

か
ら
４

日(

土)

午
後
６
時
30
分
か
ら
９
時

30
分
、
３
時
間
３
回
コ
ー
ス

対
　
象

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

内
　
容

１
回
目
＝
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
概
要
、
２
回
目
＝
フ
ァ
イ

ル
の
保
存
・
画
像
デ
ー
タ
の
利
用
、

３
回
目
＝
電
子
メ
ー
ル
の
概
要
・

ウ
ィ
ル
ス
対
策

【
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス
】

表
計
算
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
習
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
16
日(

木)

か
ら
18

日(

土)

午
後
６
時
30
分
か
ら
９
時

30
分
、
３
時
間
３
回
コ
ー
ス

対
　
象

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
文

字
入
力
の
で
き
る
人

内
　
容

１
回
目
＝
エ
ク
セ
ル
の

基
礎
知
識
等
、
２
回
目
＝
計
算
機

能
１(

オ
ー
ト
S
U
M
・
書
式
設

定)

、
３
回
目
＝
計
算
機
能
２(

相

対
参
照
・
絶
対
参
照
・
関
数
貼
付)

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

定
　
員

各
講
座
20
人

費
用

千
円
程
度

申
し
込
み

11
月
１
日(

月)

か
ら

10
日(

水)

ま
で
に
情
報
プ
ラ
ザ
人

の
駅
・
中
央
公
民
館
・
役
場
総
合
案

内
へ

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
へ

と
き
・
と
こ
ろ

(

各
期
間
内
で

日
数
は
４
日
間)
○
12
月
３
日
か

ら
12
日
久
留
米
市
東
和
町
１
‐
９

成
富
ビ
ル
○
１
月
18
日
か
ら
28
日

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ(

苅
田
町)

受
講
資
格

次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
○
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

婦
○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

修
了
者
○
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
の
従
事
を
希
望
か
、
既
に
従
事

し
て
い
て
全
課
程
受
講
で
き
る
人

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
な

ど
七
千
円
は
自
己
負
担)

定
　
員

久
留
米
市
会
場
20
人
、

苅
田
町
会
場
10
人

託
　
児

久
留
米
市
会
場
だ
け
有

(

要
予
約)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康

福
祉
課
・
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

に
あ
る
申
込
用
紙
を
11
月
15
日

(

月)

ま
で
に
〒
８
１
６
‐
０
８
０
４

春
日
市
原
町
３
丁
目
１
‐
７
福
岡

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
係
へ
1
０

９
２
‐
５
８
４
‐
３
９
２
２

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
を
学
び
、

年
賀
状
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容

と
も
に
午
後
７
時

か
ら
午
後
９
時
○
12
月
１
日(

水)

２
日(

木)

ワ
ー
ド
基
本
操
作
○
３

日(

金)

６
日(

月)

図
形
描
画
・
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
画
像
処
理

○
７
日(

火)

８
日(

水)

画
像
活
用
・

年
賀
状
作
成
・
印
刷

と
こ
ろ

山
田
小
学
校
情
報
教
育

室対
　
象

町
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン

初
心
者

定
　
数

20
人

料
　
金

１
人
千
円

申
し
込
み

11
月
12
日(

金)

ま
で

に
中
央
・
東
部
・
西
部
公
民
館
ま

た
は
役
場
総
合
案
内
へ

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
へ

と
　
き

12
月
１
日(

水)

午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時

と
こ
ろ

福
岡
県
直
方
総
合
庁
舎
　

内
　
容

○
旧
軍
人
等
の
恩
給
に

つ
い
て
○
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援

護
に
つ
い
て
○
戦
没
者
な
ど
の
遺

族
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
○
そ

の
ほ
か
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て

(

補
装
具
の
受
付
業
務
は
除
く)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉

部
国
保
・
援
護
課
1
０
９
２
‐
６
４

３
‐
３
３
０
２
へ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で

パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
た
め
の

就
労
支
援
講
習
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
養
成
講
習
会

年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で
！

相

談

援
護
業
務
移
動
相
談

第13回暴力追放福岡県民大会

暴力被害の集中相談

暴力追放を目指して力を合わせ
ましょう。
と　き 11月16日(火)午後２時
ところ アクロス福岡

(福岡市中央区)
問い合わせ
福岡県暴力追放運動推進センター
1092－651－8938へ

暴力団による暴力被害者の早期
救済を目的に、警察、弁護士会、
暴追センターなどが連携し、面接、
電話による相談を開催します。
と　き 11月20日(土)

午前10時から午後４時
ところ 北九州市民事暴力相談セ

ンター(北九州市役所内)
相談電話番号
1582－2140
問い合わせ
福岡県警察本部刑事部暴力団対策
課1092－641－4141または福
岡県暴力追放運動推進センター1

092－651－8938へ

情報プラザ人の駅 1281 ― 2005
こども未来館 1281 ― 5501
岡垣サンリーアイ 1282 ―1515
シルバー人材センター1282 ―4688

いこいの里・社会福祉協議会1283 ― 2940
いこいの里在宅介護支援センター1283 ― 0033
岡垣在宅介護支援センター1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター1282 ― 5103

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
町 民 武 道 館 1282 ― 6111

講

座
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

11
月
12
日(

金)

午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

ほ
っ
と
け
ー
き(

ピ
ア

ノ
・
歌)

曲
　
目

春
の
赤
ち
ゃ
ん(

オ
リ

ジ
ナ
ル)

〜
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
へ
〜

※
入
場
無
料

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン

サ
ー
ト
Ⅷ
「
リ
ン
ク
ス
」フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

11
月
６
日(

土)

午
後
７

時と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル(

全
席
自
由)

入
場
料

要
会
員
券
※
当
日
券

(

１
回
分)

二
千
五
百
円

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ

ェ
ス
タ「
第
１
回
ス
タ
ジ
オ
マ

リ
エ
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
発
表
会
」

と
　
き

11
月
23
日(

火
・
祝)

午
後

２
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全

席
自
由)

入
場
料

二
千
円

絵
本
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
よ
！

読
書
ま
つ
り
２
０
０
４
ｉ
ｎ
岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
ま
つ
り

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
ま

つ
り
同
時
開
催

と
　
き

11
月
19
日(

金)

か
ら
21

日(

日)

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

(

最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で)

と
こ
ろ

展
示
コ
ー
ナ
ー
・
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
　
な
ど

内
　
容

○
11
月
19
日(

金)

20
日

(

土)

雑
誌
・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
○
11

月
20
日(

土)

21
日(

日)

絵
本
原
画

展
○
11
月
21
日(

日)

読
書
講
演

会
・
布
の
絵
本
な
ど
の
展
示
、
折

り
紙
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
以
外

で
も
本
の
貸
出
・
返
却
が
で

き
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
・
各
公
民
館
な
ど
に
あ

る
利
用
者
端
末
か
ら
、
サ
ン
リ
ー

ア
イ
図
書
館
の
蔵
書
の
検
索
・
予

約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

本
を
各
施
設
で
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
利
用
す
る
と
き

に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

図
書
館
受
付
で
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
1
２
８
２
‐
５
５
６
６
へ

愛愛
のの
心心
づづ
かか
いい

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
９
月
受
付
分
ま
で
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
　
小
川
　
　
曉
　
様
（
三
吉
）

故
　
小
川
ア
サ
ノ
　
様
　
87
歳

○
　
石
田
　
忠
春
　
様
（
波
津
）

故
　
石
田
ツ
ユ
子
　
様
　
77
歳

○
　
筒
井
　
勝
正
　
様
（
高
倉
）

故
　
筒
井
　
澄
夫
　
様
　
95
歳

○
　
堤
　
千
代
香
　
様
（
吉
木
）

故
　
堤
　
　
一
昭
　
様
　
77
歳

○
　
下
田
美
代
子
　
様
（
東
松
原
）

故
　
下
田
　
信
雄
　
様
　
83
歳

○
　
松
丸
　
　
隆
　
様
（
波
津
）

故
　
松
丸
ク
マ
ヱ
　
様
　
71
歳

○
　
福
場
惠
美
子
　
様
（
北
九
州
市

）

故
　
岩
崎
ソ
ノ
ヱ
　
様
　
90
歳

○
　
米
山
恵
美
子
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
寺
迫
セ
キ
ノ
　
様
　
99
歳

○
　
植
村
　
悦
子
　
様
（
吉
木
）

故
　
植
村
　
　
勉
　
様
　
71
歳

○
　
奥
　
美
智
子
　
様
（
旭
中
）

故
　
奥
　
祥
二
郎
　
様
　
64
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
石
田
　
忠
春
　
様

○
　
松
丸
　
　
隆
　
様

○
　
米
山
恵
美
子
　
様

○
　
小
川
　
　
曉
　
様

○
　
石
丸
　
嘉
武
　
様

○
　
筒
井
　
勝
正
　
様

第２期岡垣町女性懇話会委員募集
男女共同参画社会の実現に向けて、懇話会での研究活動を通じて、リーダーの育成を行います。

応募資格 町内在住の20歳以上の女性で、各種審議会などの経験がない人

調査研究テーマ
みんなの"見たい！知りたい！伝えたい！"を叶えるまちづくり

〈地域情報通信ネットワークなどを活用した情報発信について〉

任　　期 平成17年３月末まで※会議は月１～２回程度です

募集人数 ４人程度

応募方法 住所・氏名・年齢・職業・電話番号・応募の動機(200字程度、自己ＰＲなど)を明記し

たものを窓口持参か郵送、メールで応募してください。

募集締切 11月19日(金)必着

※選出後、応募者全員に通知します

応募・問い合わせ 岡垣町野間1丁目1番1号

岡垣町役場企画政策室｢女性懇話会委員募集｣係へ

Ｅメール　kikaku@town.okagaki.fukuoka.jp



1 
（月） 

2 
（火） 

3 
（水） 

4 
（木） 

5 
（金） 

6 
（土） 

7 
（日） 

8 
（月） 

9 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

14 
（日） 

15 
（月） 

駅前ぎゃらりー 
11月上旬  
……『表装展』  
11月下旬  
……『楽陶会作品展』 

10
月
31
日
〜
11
月
３
日
・
7
日
町
民
文
化
祭(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ほ
か) 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

４
か
月
児
健
診(
い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

15
受
付 

７
か
月
児
健
診(
い
こ
い
の
里)

13:

15
〜
13:

30
受
付 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
12:

00  

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里) 

12:

30
〜
13:

30 

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
宗
像
大
社
散
策（
宗
像
市
）8:

30
〜
16:

00 
 

お
も
ち
ゃ
病
院(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
16:

00 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
踊
・
総
合
ダ
ン
ス
・
歌
ほ
か(

ジ
ョ
イ
フ
レ
ン
ド)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30   

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会「
壮
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9:

00
〜
20:

00
 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
秋
季
大
会（
町
民
体
育
館
）
12:

00
〜
16:

00 
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:
20
受
付 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)
10:
00
〜
12:

30 

献
血(

東
部
公
民
館)

9:

30
〜
12:

00(

中
央
公
民
館)

13:
30
〜
16:

00
 

祝
・
文
化
の
日〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
。粗
大
ゴ
ミ
は
11
日
に
収
集
し
ま
す
〉 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30
 

子
育
て
相
談(

こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30 

自
由
広
場(

こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30 

２
歳
児
相
談(

い
こ
い
の
里)

初
回
＝
13:

10
〜
13:

30
受
付 

2
回
目
以
降
＝
13:
00
〜
13:

15
受
付 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
ほ
っ
と
け
ー
き(

ピ
ア
ノ
・
歌)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:
30
〜
19:

00  

〜
16
日(

火)

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
第
４
回
ア
ト
リ
エ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
作
品
展
」 

(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

00
〜
18:

00(

最
終
日
は
16:

00
ま
で)

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅷ「
リ
ン
ク
ス
」フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル･

コ
ン
サ
ー
ト(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

19:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)
14:

30 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
22
回
体
育
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
7:

00
〜
18:

00 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
教
育
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）8:

30
〜
19:

00
 

20

11
月
分
し
尿
収
集
日
程
表
 

人
頭
制（
普
通
式
・
無
臭
式
）　
従
量
制（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

大
　
型
　
車
 

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
・
月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、塚
原
 

塚
原
 

波
津
 

三
吉
、吉
木
 

三
吉
 

三
吉
団
地
、三
吉
 

三
吉
団
地
、手
野
、新
松
原
 

手
野
、内
浦
、原
 

海
老
津
、野
間
三（
高
倉
団
地
、西
鉄
団
地
）、 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

東
黒
山
、西
黒
山
、糠
塚
、海
老
津
 

糠
塚
 

吉
木
、高
塚
、塚
原
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、高
倉
 

吉
木
、高
倉
 

高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、野
間
二
、野
間
三
、野
間
四
、 

桜
台
、山
田
、西
山
田
、東
山
田
、南
山
田
、茅
原
 

吉
木
、上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、海
老
津
、上
畑
、野
間
一
、 

野
間
四
、西
山
田
 

山
田
、山
田
峠
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高
陽
、 

東
海
老
津
、海
老
津
、新
海
老
津
、西
高
陽
、東
高
陽
 

波
津
 

湯
川
、原
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 

内
浦
、手
野
、西
黒
山
、東
黒
山
 

手
野
、新
松
原
、東
山
田
、海
老
津
、上
畑
 

高
陽
、東
高
陽
、戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、海
老
津
 

内
浦
、高
倉
、海
老
津
、野
間
 

上
高
倉
、高
塚
、糠
塚
 

高
倉
、吉
木
 

三
吉
、吉
木
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 小

　
型
　
車
 

1234567891011121314151617181921222324252628 272930

サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 11月の行事予定 
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17 
（水） 

18 
（木） 

16 
（火） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

31 
（水） 

11月の行事予定 町イベントなど　　健診・相談など 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら 

こ
の
時
代
　
明
る
い
未
来
を
　
そ
の
税
で
　
　
鍋
山
　
瑞
恵 

11月の納期 大型家庭ごみ収集日程 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 

○国民年金保険料……11月分 
○保育料………………11月分 
○町営住宅家賃………11月分 
○町県民税……………3期分 
○国民健康保険税……5・6期分 

遠賀郡消防署　1293－1231へ 

○心配ごと相談　13:30～16:00 
　12日(金)西部公民館 
　19日(金)東部公民館  
　26日(金)いこいの里 
　13:30～16:00 
○法律相談　13:30～16:30 
　12日(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　12日(金)いこいの里 
　26日(金)いこいの里 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　 　　　　　　　） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

ポ
リ
オ
予
防
接
種(

い
こ
い
の
里)

13:

15
〜
13:

45
受
付 

登
山
連
盟
・
足
立
山
登
山
・（
北
九
州
市
）7:

30
〜
16:

30
 

１
歳
６
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13::

00
〜
13:

20
受
付 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」（
い
こ
い
の
里
）
12:

30
〜
13:

30
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
小
山
文
子(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
 

祝
・
勤
労
感
謝
の
日〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
〉 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
第
１
回
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
エ
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
発
表
会
」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

00 

弓
道
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
大
会（
町
民
弓
道
場
）
10:

00
〜
16:

00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
で
い
こ
う
よ
、み
か
ん
狩
り
！
」(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
11:

30
 

環
境
問
題
講
演
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

19:

00
〜
20:

30 

献
血(

役
場)

9:

00
〜
11:

30 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
秋
季
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
）9:

00
〜
12:

00
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
智
賀
流(

智
賀
聖
菊)

」（
い
こ
い
の
里
）
12:

30
〜
13:
30  

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00 

ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
秋
季
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
）8:

00
〜
13:

00  
 

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8:

00
〜
15:

00
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

第
２
回
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｙ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

15:

00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流(

英
聖
旗)

」（
い
こ
い
の
里
）
12:

30
〜
13:

30 

卓
球
連
盟
・
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）8:

00
〜
20:

00 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
７
回
連
盟
会
長
杯（
町
民
体
育
館
）9:

00
〜
18:

00
 

狭
山
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
in
岡
垣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流(

若
峰
寿
洋)

」（
い
こ
い
の
里
）
12:

30
〜
13:

30 
       

 母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:
20
受
付 

遠
賀
・
中
間
農
業
祭(

芦
屋
競
艇
場)

9:

30
〜
15:

00 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
12:

00 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)
14:

30  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流(

藤
扇
楽
祥)

」（
い
こ
い
の
里
）
12:

30
〜
13:

30 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会「
青
年
後
期
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9:

00
〜
20:

00
 

第
1

第
4

第
2

第
3

水 

木 

水 

木 

水 

木 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糖塚、 
山田 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」をみてください 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

上畑、海老津 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、 
三吉団地、原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、 
西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

人頭制月２回小型 
汲取り収集地区 

従量制月２回大型 
汲取り収集地区 

A（1回目） 

B（2回目） 

A（1回目） 

B（2回目） 

C（3回目） 

従量制月２回小型 
汲取り収集地区 
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16,651人(＋6)

15,016人(＋21)

（9月末）

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　9月分 

事故件数（件） 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

遠賀郡消防本部 
10180-999-998

68
75

0
1

31,667人(＋27)

11,479世帯(＋16） 

17 

0 

0 

19

146 

0 

7 

174

11 

0 

0 

16

111 

0 

7 

142

8月 

8月 

そのうち132人は外国人 

そのうち45世帯は外国人世帯 
（　　）は前月との比較 

女性…… 
男性…… 
 

出生…15人 
転入…103人 

まちの広さ……………48.51km2

死亡…20人 
転出…71人 

先月ノックダウンしていた小生。その要因は細菌性胃腸炎。

いわゆる食あたりです。3泊4日で入院していました。

一日中ベッドの上にいると、いろいろなことを考えます。特

に仕事の事が気になって、心が不安定になりました。広報大丈

夫かなあ、あっ！　そういえばまだ編集後記書いてない！最悪

やーどうしよう、どうしよう…などなど。

現在は完治して、ちゃんと出勤しています。おなかも痛くあ

りませんし、お酒もいつも通り飲んでいます。編集後記もいつ

も通り、仕事でみなさんに迷惑をかけるのもいつも通り。入院

してこのいつも通りの生活が、いかによき日々であるかという

ことを実感しました。

(竹森)

今月の表紙は高齢者スポーツ大会。いくつになってもスポー

ツを楽しめることは健康のあかしでもあり、幸せなことだと思

います。冬になってくると、インフルエンザがよく流行します

が、11ページの保健師のお耳を拝借をよく読んで、予防しま

しょう。健康であれば、学習したり、出かけたりする気力もで

ます。12～15ページのお知らせにあるパソコンの講座や、町

民文化祭に参加するのも楽しいですよ。文学が好きな人には、

裏表紙の新岡垣風土記がお勧めです。岡垣町には８～９ページ

のまちかどズームアップのような話題もあります。岡垣町のこ

とが気になったら、２～５ページの町の決算状況を見てくださ

い。そして、情報もりだくさんの『広報おかがき』をよろしくお

願いします。 (村上)

ホ
ッ
ト
な
話
題 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

今
回
は『
竹
井
文
書
』に
若
干
の
史
料
を

加
え
て
、
系
図(
前
号
に
掲
載)

を
検
証
し

て
み
た
い
。

応
仁
元
年(

一
四
六
七)
か
ら
十
年
余
の

戦
闘
が
続
い
た「
応
仁
・
文
明
の
乱
」で
大

内
政
弘
は
、
西
軍
の
中
心
と
し
て
大
軍
を

率
い
上
洛
し
た
。
手
薄
と
な
っ
た
大
内
氏

領
国
で
は
、
政
弘
の
伯
父
・
大
内
教
幸
が

反
乱
を
起
こ
し
、
鎮
圧
さ
れ
る
事
件
が
あ

っ
た
。
反
乱
に
温
科
ぬ
く
し
な

左さ

近こ
ん

将
監

し
ょ
う
げ
ん
が
加
担

し
た
の
で
あ
る
。
文
明
七
年(

一
四
七
五)

大
内
政
弘
は
、
左
近
将
監
の
所
領
で
あ
る

粕
屋
西
郷
十
一
町
を
没
収
し
、
深
川
弘
国

に
与
え
て
い
る
。
左
近
将
監
と
系
図
に
見

え
る
左
衛
門

さ
え
も
ん
の

尉
じ
ょ
う

重
基
じ
げ
も
と

と
の
関
係
は
不
明

で
あ
る
。

温
科
彌
四
や

し

郎ろ
う

重
房
し
げ
ふ
さ

は
、
大
永
二
年(

一

五
二
二)

宗
像
正
氏
か
ら
宗
像
郡
光
岡
村
三

町
と
屋
敷
を
預
か
る
武
士
と
し
て
現
れ

る
。
同
七
年
、
安
芸
の
世
能
せ

の

鳥と
り

子こ

城
で
右

頬
に
矢や

疵き
ず

を
負
い
、
大
内
義
興
よ
り
感
状

を
得
て
い
る
。
系
図
で
は
、
重
房
の
長
男

が
慰
重
や
す
し
げ

、
慰
重
の
子
が
盛
長
と
し
て
い
る

が
誤
り
で
あ
る
。
正
し
く
は
、
重
房
、
盛

長
、
慰
重
の
順
と
な
る
。

温
科
彌
左
衛
門
盛
長
は
、
天
文
二
年(

一

五
三
三)

大
内
義
隆
よ
り
宗
像
郡
光
岡
村
、

村
山
田
郷
で
三
町
余
と
屋
敷
が
与
え
ら
れ

た
。
同
年
、
大
友
氏
の
拠
点
で
あ
る
立
花

城
攻
め
に
従
軍
し
、
三
笠
郡
諸も
ろ

田た

五
町
を

宛
行
あ
て
が

わ
れ
た
。
同
五
年
に
宗
像
郡
赤
間
庄

で
二
町
、
同
八
年
に
は
豊
前
国
京
都
郡
屋や

山や
ま

村
で
十
五
石
地
が
与
え
ら
れ
た
。
天
文

二
十
一
年(

一
五
五
二)
三
月
、
盛
長
は
全

所
領
を
彌
四
郎
重
高
に
譲
り
渡
し
て
い

る
。
重
高
は
、
盛
長
の
弟
と
さ
れ
て
い
る

が
、
活
躍
を
記
す
史
料
は
無
い
。
恐
ら
く
、

大
内
義
隆
自
害
後
に
起
き
た
安
芸
あ

き

厳
島

い
つ
く
し
ま

の
合
戦
や
大
内
義
長
の
敗
死
で
、
大
内
氏

が
滅
亡
に
至
る
混
乱
の
中
で
、
重
高
は
血

脈
を
断
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

温
科
吉
左
衛
門
尉
慰
重
は
、
天
文
二
十

年(

一
五
五
一)

宗
像
郡
内
に
三
町
余
の
所

領
と
屋
敷
を
持
つ
宗
像
氏
の
家
臣
と
し
て

登
場
す
る
。
大
内
家
の
滅
亡
後
、
大
友
氏

は
圧
倒
的
な
軍
事
力

で
筑
前
、
豊
前
に
進

攻
し
、
永
禄
二
年(

一

五
五
九)

宗
像
氏
貞
は

大
島
に
退
去
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
、

温
科
慰
重
は
宗
像
郡

を
去
り
、
毛
利
氏
を

頼
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
七
年
頃
に
は「
無
足

数
年
」の
後
、
知
行
が

与
え
ら
れ
た
。
毛
利

家
へ
所
領
給
付
の
無

い
状
態
で
数
年
間
奉

公
し
た
結
果
で
あ
る
。

同
十
年
、
毛
利
輝
元

が
周
防
国
内
の
所
領

を
安あ
ん

堵ど

し
て
い
る
。

永
禄
十
二
年(

一
五
六

九)
筑
前
立
花
城
を
落

と
し
た
毛
利
氏
に
対
し
、
大
友
氏
は
奇
策

で
対
抗
し
た
。
豊
後
か
ら
大
内
義
興
の

甥
・
輝
弘
を
山
口
に
侵
入
さ
せ
、
毛
利
氏

の
背
後
を
衝
い
た
の
で
あ
る
。
毛
利
勢
は
、

総
軍
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
残
さ
れ

た
毛
利
方
の
将
兵
は
孤

立
し
大
友
氏
に
降
伏
す

る
ほ
か
無
か
っ
た
。
温

科
慰
重
は
宗
像
家
を
頼

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天

正
二
年(

一
五
七
四)

に

作
成
さ
れ
た『
宗
像
小
路

屋
敷
帳
』に
よ
れ
ば
、
慰

重
は
大
谷
に
三
箇
所
の

屋
敷
を
持
っ
て
い
る
。

同
六
年
、
宗
像
神
社
の

「
第
一
宮
宝
殿
ほ
う
で
ん

置
札
お
き
ふ
だ

」に

御
家
人
温
科
吉
左
衛
門

尉
と
み
え
る
。
天
正
九

年(

一
五
八
一)

鞍
手
郡

吉
川
庄
で
大
友
方
の
立

花
勢
と
宗
像
氏
が
激
突

し
た「
小こ

金が
ね

原ば
る

の
合
戦
」

と
そ
の
後
の
激
戦
の
中

で
、
温
科
尉
重
の
血
脈

は
断
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

羽
山
　
健
一
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謎
の
岡
垣
中
世
史
①

手
野
の
豪
族
・
竹
井
氏
Ⅱ

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
１
０
０
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

温科重房宛｢大内義興感状｣


